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   Ａ０１Ｎ  43/40     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  59/20     (2006.01)
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   Ａ０１Ｐ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ  43/56    　　　Ｃ
   Ｃ０７Ｄ 231/38    ＣＳＰＺ
   Ａ０１Ｎ  43/42    １０１　
   Ａ０１Ｎ  43/80    １０３　
   Ａ０１Ｎ  55/02    　　　Ｇ
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(2) JP 2013-536866 A5 2014.10.9

   Ａ０１Ｎ  43/28    　　　　
   Ａ０１Ｎ  43/653   　　　Ｂ
   Ａ０１Ｎ  43/653   　　　Ｇ
   Ａ０１Ｎ  43/54    　　　Ａ
   Ａ０１Ｎ  47/24    　　　Ｇ
   Ａ０１Ｎ  43/653   　　　Ｑ
   Ａ０１Ｎ  43/40    １０１Ｅ
   Ａ０１Ｐ   3/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年8月20日(2014.8.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）式１：
【化１】

（式中、
　Ｘは、ＣＨＯＨ、ＯまたはＮＨであり；
　Ｒ１はハロゲンであり；
　Ｒ２は、Ｈ、シアノ、ハロゲンまたはＣ１～Ｃ２アルコキシであり；
　Ｒ３は、Ｈまたはハロゲンであり；
　Ｒ４はハロゲンであり；
　Ｒ５は、Ｈ、シアノ、ハロゲンまたはＣ１～Ｃ２アルコキシであり；そして
　Ｒ６はＨまたはハロゲンである）
の化合物、そのＮ－オキシドおよび塩から選択される少なくとも１つの化合物
および
　（ｂ）少なくとも１つの追加の殺菌化合物
を含む殺菌組成物。
【請求項２】
　式１において、
　Ｒ３がＨまたはＦであり；そして
　Ｒ５が、シアノ、Ｆ、Ｃｌまたはメトキシである、
請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
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　成分（ａ）が、
　Ｎ，４－ビス（２－クロロ－４－フルオロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラ
ゾール－５－アミン、
　Ｎ－（２－ブロモ－４，６－ジフルオロフェニル）－４－（２，４－ジフルオロフェニ
ル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、
　Ｎ－（２－ブロモ－４，６－ジフルオロフェニル）－４－（２－ブロモ－４－フルオロ
フェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、
　Ｎ－（２－ブロモ－４，６－ジフルオロフェニル）－４－（２－クロロ－４－フルオロ
フェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、
　Ｎ－（４－クロロ－２，６－ジフルオロフェニル）－４－（２－クロロ－４－フルオロ
フェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、
　４－［５－［（４－クロロ－２－フルオロフェニル）アミノ］－１，３－ジメチル－１
Ｈ－ピラゾール－４－イル］－３，５－ジフルオロベンゾニトリル、
　Ｎ－（２－クロロ－４，６－ジフルオロフェニル）－４－（２－クロロ－４－フルオロ
フェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、
　４－［５－［（２－クロロ－４，６－ジフルオロフェニル）アミノ］－１，３－ジメチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－４－イル］－３－フルオロベンゾニトリル、
　４－［［４－（２－クロロ－４－フルオロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラ
ゾール－５－イル］オキシ］－３，５－ジフルオロベンゾニトリル、
　４－（２－クロロ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２，４－ジクロロ－６－フルオロ
フェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、
　４－（２－クロロ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２，６－ジフルオロ－４－メトキ
シフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、
　４－（２－クロロ－４－フルオロフェニル）－α－（２，４－ジフルオロフェニル）－
１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－メタノール、
　Ｎ－（２，４－ジクロロ－６－フルオロフェニル）－４－（２，４－ジフルオロフェニ
ル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、
　４－（２，４－ジクロロフェニル）－Ｎ－（２，４－ジフルオロフェニル）－１，３－
ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、
　４－（２，６－ジフルオロ－４－メトキシフェニル）－１，３－ジメチル－Ｎ－（２，
４，６－トリフルオロフェニル）－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、
　４－［［１，３－ジメチル－４－（２，４，６－トリフルオロフェニル）－１Ｈ－ピラ
ゾール－５－イル］オキシ］－３，５－ジフルオロベンゾニトリル、
　４－（２－クロロ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－クロロ－６－フルオロフェニ
ル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、
　４－（２－ブロモ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－クロロ－６－フルオロフェニ
ル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、
　Ｎ－（２－ブロモ－６－フルオロフェニル）－４－（２－クロロ－４－フルオロフェニ
ル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、
　４－（２－ブロモ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－ブロモ－６－フルオロフェニ
ル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、
　Ｎ－（２－ブロモ－６－フルオロフェニル）－４－（２，４－ジフルオロフェニル）－
１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、
　Ｎ－（２－ブロモ－６－フルオロフェニル）－４－（２，６－ジフルオロフェニル）－
１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、
　Ｎ－（２－クロロ－６－フルオロフェニル）－４－（２－フルオロ－４－メトキシフェ
ニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、
　Ｎ－（２－ブロモ－６－フルオロフェニル）－４－（２－フルオロ－４－メトキシフェ
ニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、
　Ｎ－（２－ブロモ－６－フルオロフェニル）－４－（２－クロロ－４－メトキシフェニ
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ル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、および
　Ｎ－（２－クロロ－６－フルオロフェニル）－４－（２，４－ジフルオロフェニル）－
１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン
からなる群から選択される化合物を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　成分（ｂ）が：
　（ｂ１）メチルベンズイミダゾールカルバメート殺菌剤；
　（ｂ２）ジカルボキシイミド殺菌剤；
　（ｂ３）脱メチル化阻害殺菌剤；
　（ｂ４）フェニルアミド殺菌剤；
　（ｂ５）アミン／モルホリン殺菌剤；
　（ｂ６）リン脂質生合成阻害殺菌剤；
　（ｂ７）カルボキサミド殺菌剤；
　（ｂ８）ヒドロキシ（２－アミノ－）ピリミジン殺菌剤；
　（ｂ９）アニリノピリミジン殺菌剤；
　（ｂ１０）Ｎ－フェニルカルバメート殺菌剤；
　（ｂ１１）キノン外部阻害殺菌剤；
　（ｂ１２）フェニルピロール殺菌剤；
　（ｂ１３）キノリン殺菌剤；
　（ｂ１４）脂質過酸化阻害殺菌剤；
　（ｂ１５）メラニン生合成阻害－レダクターゼ殺菌剤；
　（ｂ１６）メラニン生合成阻害－デヒドラターゼ殺菌剤；
　（ｂ１７）ヒドロキシアニリド殺菌剤；
　（ｂ１８）スクアレン－エポキシダーゼ阻害殺菌剤；
　（ｂ１９）ポリオキシン殺菌剤；
　（ｂ２０）フェニルウレア殺菌剤；
　（ｂ２１）キノン内部阻害殺菌剤；
　（ｂ２２）ベンズアミド殺菌剤；
　（ｂ２３）エノピラヌロン酸抗生物質殺菌剤；
　（ｂ２４）ヘキソピラノシル抗生物質殺菌剤；
　（ｂ２５）グルコピラノシル抗生物質：タンパク質合成殺菌剤；
　（ｂ２６）グルコピラノシル抗生物質：トレハラーゼ・イノシトール生合成殺菌剤；
　（ｂ２７）シアノアセトアミドオキシム殺菌剤；
　（ｂ２８）カルバメート殺菌剤；
　（ｂ２９）酸化的リン酸化脱共役殺菌剤；
　（ｂ３０）有機スズ殺菌剤；
　（ｂ３１）カルボン酸殺菌剤；
　（ｂ３２）芳香族ヘテロ環式殺菌剤；
　（ｂ３３）ホスホナート殺菌剤；
　（ｂ３４）フタルアミド酸殺菌剤；
　（ｂ３５）ベンゾトリアジン殺菌剤；
　（ｂ３６）ベンゼン－スルホンアミド殺菌剤；
　（ｂ３７）ピリダジノン殺菌剤；
　（ｂ３８）チオフェン－カルボキサミド殺菌剤；
　（ｂ３９）ピリミジンアミド殺菌剤；
　（ｂ４０）カルボン酸アミド殺菌剤；
　（ｂ４１）テトラサイクリン抗生物質殺菌剤；
　（ｂ４２）チオカーバメート殺菌剤；
　（ｂ４３）ベンズアミド殺菌剤；
　（ｂ４４）宿主植物抵抗性誘導殺菌剤；
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　（ｂ４５）多作用点接触活性殺菌剤；
　（ｂ４６）成分（ａ）および成分（ｂ１）～（ｂ４５）の殺菌化合物以外の殺菌化合物
；ならびに、（ｂ１）～（ｂ４６）の化合物の塩；
からなる群から選択される少なくとも１つの殺菌化合物を含む、請求項１～３のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項５】
　成分（ｂ）が、アシベンゾラル－Ｓ－メチル、アルジモルフ、アメトクトラジン、アミ
スルブロム、アニラジン、アザコナゾール、アゾキシストロビン、ベナラキシル、ベナラ
キシル－Ｍ、ベノダニル、ベノミル、ベンチアバリカルブ、ベンチアバリカルブ－イソプ
ロピル、ベトキサジン、ビナパクリル、ビフェニル、ビテルタノール、ビキサフェン、ブ
ラストサイジン－Ｓ、ボスカリド、ブロムコナゾール、ブピリメート、カルボキシン、カ
ルプロパミド、カプタホール、キャプタン、カルベンダジム、クロロネブ、クロロタロニ
ル、クロゾリネート、クロトリマゾール、銅塩、シアゾファミド、シフルフェナミド、シ
モキサニル、シプロコナゾール、シプロジニル、ジクロフルアニド、ジクロシメット、ジ
クロメジン、ジクロラン、ジエトフェンカルブ、ジフェノコナゾール、ジフルメトリム、
ジメチリモール、ジメトモルフ、ジモキシストロビン、ジニコナゾール、ジニコナゾール
－Ｍ、ジノカップ、ジチアノン、ドデモルフ、ドジン、エジフェンホス、エネストロブリ
ン、エポキシコナゾール、エタボキサム、エチリモール、エトリジアゾール、ファモキサ
ドン、フェンアミドン、フェナリモル、フェンブコナゾール、フェンフラム、フェンヘキ
サミド、フェノキサニル、フェンピクロニル、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、
フェンピラザミン、酢酸トリフェニルスズ、塩化トリフェニルスズ、水酸化トリフェニル
スズ、ファーバム、フェリムゾン、フルアジナム、フルジオキソニル、フルメトベル（ｆ
ｌｕｍｅｔｏｖｅｒ）、フルモルフ、フルオピコリド、フルオピラム、フルオロイミド、
フルオキサストロビン、フルキンコナゾール、フルシラゾール、フルスルファミド、フル
チアニル、フルトラニル、フルトリアホール、フルキサピロキサド、ホルペット、ホセチ
ル－アルミニウム、フベリダゾール、フララキシル、フラメトピル、ヘキサコナゾール、
ヒメキサゾール、グアザチン、イマザリル、イミベンコナゾール、イミノクタジン、ヨー
ドカルブ、イプコナゾール、イプロベンホス、イプロジオン、イプロバリカルブ、イソプ
ロチオラン、イソピラザム、イソチアニル、カスガマイシン、クレソキシム－メチル、マ
ンゼブ、マンジプロパミド、マンネブ、メプロニル、メプチルジノカップ、メタラキシル
、メタラキシル－Ｍ、メトコナゾール、メタスルホカルブ、メチラム、メトミノストロビ
ン、メパニピリム、メトラフェノン、ミクロブタニル、ナフチフィン、ネオアソジン（メ
タンアルソン酸第二鉄）、ヌアリモル、オクチリノン、オフレース、オリサストロビン、
オキサジキシル、オキソリニック酸、オキスポコナゾール、オキシカルボキシン、オキシ
テトラサイクリン、ペンコナゾール、ペンシクロン、ペンフルフェン、ペンチオピラド、
ペフラゾエート、亜リン酸およびその塩、フタリド、ピコキシストロビン、ピペラリン、
ポリオキシン、プロベナゾール、プロクロラズ、プロシミドン、プロパモカルブ、プロパ
モカルブ塩酸塩、プロピコナゾール、プロピネブ、プロキナジド、プロチオカルブ、プロ
チオコナゾール、ピラクロストロビン、ピラメトストロビン、ピラオキシストロビン、ピ
ラゾホス、ピリベンカルブ、ピリブチカルブ、ピリフェノックス、ピリメタニル、ピリオ
フェノン、ピロキロン、ピロールニトリン、キノメチオネート、キノキシフェン、キント
ゼン、セダキサン、シルチオファム、シメコナゾール、スピロキサミン、ストレプトマイ
シン、硫黄、テブコナゾール、テブフロキン、テクロフタラム、テクナゼン、テルビナフ
ィン、テトラコナゾール、チアベンダゾール、チフルザミド、チオファネート、チオファ
ネート－メチル、チラム、チアジニル、トルクロホス－メチル、トリルフルアニド、トリ
アジメホン、トリアジメノール、トリアゾキシド、トリシクラゾール、トリデモルフ、ト
リフルミゾール、トリシクラゾール、トリフロキシストロビン、トリホリン、トリモルフ
ァミド、トリチコナゾール、ウニコナゾール、バリダマイシン、バリフェナレート、ビン
クロゾリン、ジネブ、ジラム、ゾキサミド、Ｎ’－［４－［４－クロロ－３－（トリフル
オロメチル）フェノキシ］－２，５－ジメチルフェニル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルメタ
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ンイミドアミド、５－クロロ－６－（２，４，６－トリフルオロフェニル）－７－（４－
メチルピペリジン－１－イル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－α］－ピリミジン、
Ｎ－［２－［４－［［３－（４－クロロフェニル）－２－プロピン－１－イル］オキシ］
－３－メトキシフェニル］エチル］－３－メチル－２－［（メチルスルホニル）アミノ］
ブタンアミド、Ｎ－［２－［４－［［３－（４－クロロフェニル）－２－プロピン－１－
イル］オキシ］－３－メトキシフェニル］エチル］－３－メチル－２－［（エチルスルホ
ニル）アミノ］ブタンアミド、２－ブトキシ－６－ヨード－３－プロピル－４Ｈ－１－ベ
ンゾピラン－４－オン、３－［５－（４－クロロフェニル）－２，３－ジメチル－３－イ
ソオキサゾリジニル］－ピリジン、４－フルオロフェニルＮ－［１－［［［１－（４－シ
アノフェニル）エチル］スルホニル］メチル］プロピル］カルバメート、Ｎ－［［（シク
ロプロピルメトキシ）アミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－２，３－ジフルオロ－フ
ェニル］メチレン］ベンゼンアセトアミド、α－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－
［［［１－［３－（トリフルオロ－メチル）フェニル］エトキシ］イミノ］メチル］ベン
ゼンアセトアミド、Ｎ’－［４－［４－クロロ－３－（トリフルオロメチル）フェノキシ
］－２，５－ジメチルフェニル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルメタンイミドアミド、Ｎ－（
４－クロロ－２－ニトロフェニル）－Ｎ－エチル－４－メチルベンゼンスルホンアミド、
２－［［［［３－（２，６－ジクロロフェニル）－１－メチル－２－プロペン－１－イリ
デン］アミノ］オキシ］メチル］－α－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルベンゼンアセト
アミド、１－［（２－プロペニルチオ）カルボニル］－２－（１－メチルエチル）－４－
（２－メチルフェニル）－５－アミノ－１Ｈ－ピラゾール－３－オン、５－エチル－６－
オクチル－［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン－７－イルアミン、ペン
チルＮ－［４－［［［［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）フェニルメチレ
ン］アミノ］オキシ］メチル］－２－チアゾリル］カルバメートおよびペンチルＮ－［６
－［［［［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）フェニルメチレン］アミノ］
オキシ］メチル］－２－ピリジニル］カルバメートから選択される少なくとも１つの化合
物を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　成分（ｂ）が、式Ａ１

【化２】

（式中、
　Ｒａ１は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ４アルコキシまたはＣ１～Ｃ４アルキニルであり；
　Ｒａ２は、Ｈ、ハロゲンまたはＣ１～Ｃ４アルキルであり；
　Ｒａ３は、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキ
シ、Ｃ２～Ｃ１２アルコキシアルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１２アルキニ
ル、Ｃ４～Ｃ１２アルコキシアルケニル、Ｃ４～Ｃ１２アルコキシアルキニル、Ｃ１～Ｃ

１２アルキルチオまたはＣ２～Ｃ１２アルキルチオアルキルであり；
　Ｒａ４はメチルまたはＹａ１～Ｒａ５であり；
　Ｒａ５はＣ１～Ｃ２アルキルであり；および
　Ｙａ１は、ＣＨ２、ＯまたはＳである）
の化合物、およびその塩から選択される少なくとも１つの殺菌化合物を含む、請求項１に
記載の組成物。
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【請求項７】
　（ａ）請求項１に定義されている式１の化合物、そのＮ－オキシドおよび塩から選択さ
れる少なくとも１つの化合物；ならびに少なくとも１つの無脊椎有害生物防除化合物また
は薬剤を含む組成物。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物、ならびに界面活性剤、固体希釈剤および
液体希釈剤からなる群から選択される少なくとも１つの追加の成分を含む組成物。
【請求項９】
　真菌性病原体によって引き起こされる病害から植物または植物種子を保護する方法であ
って、殺菌的に有効な量の請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物を植物または植物
種子に施用するステップを含む、上記方法。
【請求項１０】
　式１
【化３】

（式中、
　ＸはＮＨであり；
　Ｒ１はハロゲンであり；
　Ｒ２はＨであり；
　Ｒ３はハロゲンであり；
　Ｒ４はハロゲンであり；
　Ｒ５は、Ｈ、シアノ、ハロゲンまたはＣ１～Ｃ２アルコキシであり；そして
　Ｒ６はＨまたはハロゲンである；が
ただし、Ｒ１がＦである場合Ｒ３はＣｌであり、Ｒ１がＣｌである場合Ｒ３はＦである）
の化合物、またはそのＮ－オキシドまたは塩。
【請求項１１】
　Ｒ１がＣｌまたはＢｒであり；そして
　Ｒ３がＦである、
請求項１０に記載の化合物。
【請求項１２】
　４－（２－クロロ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－クロロ－６－フルオロフェニ
ル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、
　４－（２－ブロモ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－クロロ－６－フルオロフェニ
ル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、および
　Ｎ－（２－ブロモ－６－フルオロフェニル）－４－（２－クロロ－４－フルオロフェニ
ル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン
からなる群から選択される、請求項１０に記載の化合物。
【請求項１３】
　（１）請求項１０～１２のいずれか一項に記載の化合物；および（２）界面活性剤、固
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体希釈剤および液体希釈剤からなる群から選択される少なくとも１つの追加の成分を含む
、殺菌組成物。
【請求項１４】
　真菌性病原体によって引き起こされる病害から植物または植物種子を保護する方法であ
って、殺菌的に有効な量の請求項１０～１２のいずれか一項に記載の化合物を植物または
植物種子に施用するステップを含む、上記方法。
【請求項１５】
　成分（ａ）が、４－（２－ブロモ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－クロロ－６－
フルオロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミンである、請求項
１に記載の組成物。
【請求項１６】
　４－（２－ブロモ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－クロロ－６－フルオロフェニ
ル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミンである、請求項１０に記載の化
合物。
【請求項１７】
　成分（ｂ）が、クロロタロニル、メトコナゾール、プロチオコナゾールおよびペンチオ
ピラドから選択される、請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物。
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